cm ) 


けた種が见 kraepelini 〔MitteiL Naturliist . Mus . xxiv , p . 99, t が-ちてん 10- 
17, P . I , をが 21-22 (1907)〕 であるが今厨の沖繩產は山:〇種に同なすべき 
で當眞巧の 殊動 を鷄彰すべく和名に巧の姓を 巧戴してトウマフサヤ スデ とを 
め，第2の產地として沖繩本島を里を記錄しで置くも〇でをる（探集年月日は 
不分明になつた）〇其令後19年にアテムスは此の屬の第2の穂ぶ：が/けぶが, 
を南アフリカより報じ近く1924年フ A ルへフは樂 3の穗 Jf . m ;6 ber リ i を度 [ホ 
ー スト ラリ了から記賊した 〇ト ウマ フサ ヤスデはアテムス〇原記には部み劇の 
みであるから微小且つ不をな標なながら輿を鼓して世が最初のをお圖を作つ 
を0巧當模ま圖的になつをのは止むを得ないことである。 （10 巧39日） 


チャグロサソリとカホグロサソリ 
禱島蕾 雄 


東京で理科大學動物學敎室 


S チャグロサソリ再說 

昭事口巧年11巧：汾日日本動物學會例會で r 日本產を懒目班卿驗目」と遞して 
講演した時巧腺潔博±から萊大理學部動物學敎室に永らくががの標本に臺灣產 
( ? ) とラベルを附した大きな據Iがあることををつた.今斗: • 9巧にまり巧博±に> 
御芳志で其の標本を借用調窥するを得た。乾燥德本でラベルには“ Fornu 域I ?，， 
とある。乍併出:のサソリの產地を慈鑛とすることは旣往の知見が許さない。南 
モ共榮圈のどこかの產であるが化のラベルが外何のモ懸りも無い。チふは化の賴 
本をチャグ ロサソリ Heterometrus longlmamis lonaimanas ( Herbst , 180 0) の惠 
と看做す。背甲長はおやで测つて 14 耗，前腹長 26. 5. 觀隘はが轉して.了度 
刺證ずる時のやうな麥勢で闆まつて居るので長さは42〜45韓かと想.はれる。 
右の觸藉を測ると轉節長 5.5 耗，腿節長•巧. r 遮節授1り，掌援じ，指段18 

じ ） A teiiiSi C. I enk-chr. medic, u. n tu w. Ge • xiv, p. 3 j, PI. Ill, figs. C7-70 
(190 '.〇 

13) Verhoeff, K. \\\ Ark. る k 1.xvi, no. 5, p, 说り 92 句 
* 來池產を颗觀鄉堯類の調逸I其の六） 
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である0尙け瞄博古より岡敎室所藏の®饒本をもう一つ拜借した Q うペルには 
N0. 3S6 及 uthuA S ^ corpionida , Arachnid a Elopura Borne とある〇 
チャグ P サソリ成雄と剌斷する0從來なの檢しを本穗のさは總ベて乾品であつ 
たが， 之は液浸で柔軟な狀態にがて巧 ff され觀察に跑利*しを0背甲長は正中で 
测つて1弓耗（前葉端から測ればの前腹長 他も 後腹長が,左の觸鬚に〇 
き計測するに(右のものは掌と指とが缺褐）基節長6婚轉節長も腿節長化 
鹏節長 22. 掌長巧，指侵の，右のが步脚長ミ4巧第2步牌霞端，棠3步 
脚長4]，第4步脚長48 ( な上ぶ共）でをる0永らくアルコホルに保をされを 
爲黑味若し< は靑黑味は全く失はれ了居る。 

岡踩喜义麽 K か.ら荫ホぶ榮驾のどこかで捕れたサソリ1頭を拜受:しを。未だ 

戍長の餘地あるチャグロ 
サソ 巧の 9と考 へる〇 巧 
パ庵治郞巧の御芳をによ 

る 2 頭もチグロサソリ 
と半11孰した。スマトラの 
メダン.在化の巧の衣:人よ 
り落掌なさつをものでメ 
第1樹 ダンより目〇粧糧奧她〇 

チヤグロサソリ卒 の左手 部 上面飄 （ X 2 ) 〔原圖] ドスウル 旗で ある0予の 

檢し得を最初のスマトぅ產標本である〇 I 頭はホ踏であり1頭はを長別お位 
の小をながら旣にろとしての二次性徽を具有して居を 0 イ县し但彩の上では黑咪 
或は靑味は巧ど無く上面はホ褐をでホ脚の谢節めみ黃褐を，毒ちは上面'も下面 
も袋部は夢:なをで針をのん‘ホ褐を.，山が八麗モかをから拜受のフィリピン產（バ 
シラン鳥？）のサソリ.（米だが長の餘地ある本穗の军うの右第 1 步脚谢節の基 
部に赤褐色。鱗が 1 员貞しつかり衾ひついて居た。礫だけを離さうとしたが駄目 
で食ひついた態蹤節がもげて tt 舞つた。をを京云學±に鑑識して期いて ホホブ 
T カアリの 1 穗 theiSoh grp. と判つた 0 
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(靈節 S ) (轉 S 畏)(腿!長） （ m 蠢長）（棠轉長)（指同長) (備妖游齒数） 
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本種の雌雄を判別がんには次の諸點たを意すれば宜い 0 1) 踞では觸鬚の腿 
節な下は梅れも雌〇より長く鉛の形は殊に目に叢き易い 〇 2) 雜では掌部 Oji 
面も下廚も縱をずる肋條が顯茗でを滑感が少い。 3) 雄では錫腹部長が雌公を 
れより觀'々長い〇お雕では性扉〇下端は左を兩半がピツタリ接を•かず多少〇 
勝閒が陶贩でも認められる（お品では默周 ）0 爾半は別々に動く。 

H カネダロサソ y 

從來なの檢しを礙荫島の曝はヒノモトサソリとマダラサソリのみで漆黑维偉 
のろネグ b ザソリを、乎ずをこもが曲ホず谒望乂しきものがあつた〇カネグロ 
ザソリは獨立の極とてる學者■もを•るけれども私は Kraepeliu に從ひチ*グロサ 
ソ9の破種と看傲して居る。隅々西遽操巧の報义を縛て巧が泰 H の常部で趾む、 
サソリを陳集したとで赏大の寫眞を褐げて居られるのを知り.巧に標本'當覺方 
をお願ひした處寬大なる巧げ巧集捕中の2頭をお借し T さ〇たことを深謝 t る 
も むで ある。19お年泰頤南部ナサンの近くにあるコブホブの産でをる 0 チャグ 
ロサゾリとカネグ〇サソ y の挺別を自身で詞摄せ•んには解一に生時のを彩を觀 
ること力巧干要であらう。歡變にしては化が為は赤化が强< をつて恭る〇カネグ 
口•サソリのぶの起りである鐵黑色とチ*グロサソリの茶黑をとを明確に識別ず 
るのは私 P 手許の摄本ではおがない巧•談である。併し々ネグ。のみに黑味の强 
い俩體〇多いのは舉質であらう。が巧や觀隨郁に恥、ける據粒り多裳，隨つて平 
潛感の强弱も鎭りにならなレ，、 0 . ^の儀義の掌の上廚たがける平潑愈は恐ら < 重 
輿な識別點とならう 0 即ちカホグ。では網臣獄。瓣變の錢達は小歷域で，瓣刻 
が峨す列（孽の基部から指の基部にをる）は數陈鮮かに認められる（るでは餘 
稅すか則でチ午グ打ずソリのろ或は？にがけると礙らない）〇,馈蕾壤のを军ミによ 
る識别をも Kraepel’i はな指摘して居る。カネグロのホは藻黑をでチ卞グロの方 
は明るい黃ホを乃莖赤褐；稀に暗褐をだとあるみ视檢*^頭〇カホダ"はと面鱗 

々東大理擧部據樂0舉敎室薪藏辕束の巧お品のものは左ち共は淺旗懲。ものでは左を 
典16西である0 




cm) 



では少くとも巧部〇 
上半は黑ぃ（標本に 
なつたチ* グ〇 では 
毒巧を體茶をになつ 
て居ることが夕い ）0 
今回拜借の2頭は燒 


停にも雌稚で雌は巧 



第2 禪 泰 la 產ヵネグロザソリ の左乎部上面觀. 

上は ろ 下は？ (x2 ) 〔原 圖〕 


邊巧の報吿中に寫眞 
になつて化て居る。 
つ *ルマリン狼浸で 
體烦化し計测に頗る 
不巧ながら9で背巧 
畏巧轮前腹長約 
31，後腹長約 4 e ， 大 
腮長10，$も略々巧 
大である。 


(が屬節!）編) 

军 C .5 1;け 

$ S 】9 


同^ 間^ 间"）飾が器^ 
I 輕節長ソ I 掌長ノ I 指長ノ I 齒數ノ 

14 14.5 巧 . 右は左 16 

】9 17.0 19.5 ホ 17 左 17 


私は從來文獻の上からカネグ。をチャグ。の亞種と看做して居たが貫物を檢す 
るになび矢張り盛穗として披ふのを至當とする結論に達した J カネグロ,サソリ 
の泰に分布することは知られて居らぬやうで，果して然らば巧邊巧の報吿は1 
新産地を提供されたことになる。尙ネよは化のサソリ做毒性は大したものではな 


いと思つて居る。 


10月下お化莖巧齋藤報恩會傅物館を見擧し-^階陳列室.に大きなサソリの化る 
のを見た。之は成雌と幼生18頭とを液浸にしをもので**後印度ラン グーンビク 
トリ T 公圃1933.西旧糜吉’’とある〇おの檢するを得た3頭目のカネ グロ サ 
ソ9であつを。之は ビルマ 產てあるから カネグ。の 方 もビルマ，泰， 佛 日す，南‘ 
まとが當化いかが區域を轉つことが祭かられる。チャ グ n サソリと何處まで並 
行して分布するものであらうか。 


嚴をにカネグ。サソリの學あに關し寸言する 。 Kiaeiielin (1904 Zool . んは.） 
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は "Pcccck に據る時はカネグ P サソリ Hetcromeirus Ion が manvs silenus が . 
み mou) はが longimanus peterd Thorell とかねばならぬ，，も述べて巧る 0 
P レ cock (1900 Eauuji Brit. L 地）は Kiaopeliii の指おした巧にがていポ巧は 
Heterometrtis でなくて Pa ミ anwaew を用ひる） ‘‘P. petersil のぶは 1876 年 
Thorell が交祕支那產のものに與へたのが始まりで，同じ物を Simon は 1872 
年 megacephahi% 0\ Kcclx と誤認して記載宜つ描轟し後 1882 年に至り さ。 e れ us 
と再命名したのである '’ と述べて居る 〇 即ちカネグロサソリは P C..C 、 •は尸 
pelersii がい、として居る。 Thorell (1876 Ami.-M; 巧 . ： NV. Hi 、 t) の報文を 
覺ると巧は Heteroinetrus の他に止ヒの時 Palamnaeas 11 .g . を創設したのであつ 
て，其の genotype をた jetersH i-. sp. とし Hetcromeirus 併 egacephalu ぅ， 
Simon を其の種のげ uouy … として居る。私は令日までな Jongimanvs sUenus 
の學名を則ひて來たけれども結局は Iletromeirus longimanus peter sit (Thoi-ell, 
1876) に準據することにをらう 0 尙カネグロサソリをチャグロサソリの亞種と 
看做す限りにがて後をの學あはぶ longimaatts longimamts (Herbst, 巧 0 0) と 
なる。 

§文獻追加 

1876 Thorell,T. Ou the Classificntiou of Scorpions Ami. IMag. Nat. 

Hist. ser. 4, vol. 3cvii, 1 い . 9 了， ] 叩 . 1-15 
L919 をホ信照馬お半鳥に於けるみの猛獸巧 pp. 21-24, fir. 15 

お出の寫眞はチヤダロサソリの雌らしい0化のサソリに刺壑されても大したこと 
の無いのを文中の2實例が證巧して吳れる 0 
[942髙島春踏-柬亞產ま:嫉類轉穀類の調齋（其り狂 ） Acta Arachwlo か a 
vol. vii, 110.1, pp. 24-30, 2 む；ん 

[942占邊操泰國にがける重嬰なる人體寄生蟲巧及び醫學に觸係をる動物 
二 S 訪泰醫學礙善國報吿 PJP . 143-214 15 6。巧.， 5レ • Cpp . ぶ) 1- LW ， 
fi ミ • 1。 

1942 平驳恭か海南島の動物槪觀昭和卜置年度臺化が國大學第"^凹海■:巧な 
學術調盎團報吿聲 5-1?, 2 pis. 

1942 常木勝み離線の博職學を化支 • 蒙を - 篇〔サソリと巧隊） )1 、 3 ぺ〕 

1942 を川晴男 * 高嵩春池南の動物〔离島巧村、の毒蟲サソリ いい. が >4- 
174, もが . 62-6 の 



